
 

 

洋介さんがかなの家に来て 25 年が経ちます。地元静岡から参加した最初のメンバーです。

最近の様子を聞いてみました。 

Q   ； 洋介さんは休みの日はどうしていますか？ 

洋介 ； ワタシはバスに乗ってるな。前回は島田へ行った。 

これから島田が増えるだろ。新東名が出来たから、 

使わないと、国が困るだろ？ 6 月に黄色いバスが 

走るんだよ。グフフ 

Q   ； バスおたく、ですよね。 ところで、かなの家で一番楽しいことは？ 

洋介 ； ほずみさん※や斉藤くんとすごすこと。現場で※。あとは・・柗永さん※とか、女性の顔を見るのは・・・   

スキッとするのよ（笑）斉藤くん、ほずみさん、勝実さんが好き。勝実くんもお年を召されてきている・・   

引退も近づいているか・・ 

勝実 ； （そばにいた） 引退したくないよー、まだ。 

※ほずみさん・・洋介さんは彼を昔から「社長」と呼んでいる。自分の事は「監督」。 

※現場で・・   「社長」と「監督」が皆のいる作業場にいてあげているということか。 

※柗永さん・・  マツナガ。４月から入った若い女性職員。 

 

小野田さんのそばにいると、いつもこんな楽しい会話が聞けます！ 

 

足久保で「かなの家」が始まった頃から、焼津教会のみなさんと古新聞等の

回収やバザーに協力したり、仲間の働きぶりを見学したりしました。私の関わり

が深まったのはジャン・バニエさんが静岡に来られ、ラルシュに加盟した頃から

でしょうか。また、食用廃油で製造する「かな石鹸」にも大変関心があり、勤務

先の理科の授業の時にも取り上げ PR したこともありました。定年後の余裕が

あった 1年ほど、せっけん工場をお手伝いしたことなども 懐かしい思い出で

す。 

社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人かなのかなのかなのかなの家理事家理事家理事家理事    小林敏好小林敏好小林敏好小林敏好    

 

ケアホームつどいケアホームつどいケアホームつどいケアホームつどい    の厨房での厨房での厨房での厨房で     

男料理の腕が鳴る男料理の腕が鳴る男料理の腕が鳴る男料理の腕が鳴る 

最近は皆さんとのお食事にばかり現れる 

ことが多く、ちょっと気が引けますが、 

食事の交わりをラルシュではとても大切にしているので、遠慮せず、 

またこの次も宜しく！です。 

ケアホームこころケアホームこころケアホームこころケアホームこころ    にて恒例のにて恒例のにて恒例のにて恒例の    ハイ！ポーズハイ！ポーズハイ！ポーズハイ！ポーズ        （ぼうず？）（ぼうず？）（ぼうず？）（ぼうず？） 

今年の一泊旅行今年の一泊旅行今年の一泊旅行今年の一泊旅行        志麻スペイン村にて志麻スペイン村にて志麻スペイン村にて志麻スペイン村にて 

静岡鉄道バス静岡鉄道バス静岡鉄道バス静岡鉄道バス    「富士山こどもの国」「富士山こどもの国」「富士山こどもの国」「富士山こどもの国」    行行行行 

         ©かなの家おのだようすけ 
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一ヶ月の体験をした女性がありました。その人にとっ

ては仲間達の貧しさを受け入れることが大きな課題と

なったようです。貧しさ・・彼らの障がいから来るもので、

「できない」「だらしない」「きたない」などです。その

人にとって、よだれ臭い手で触られることや、精神的

に不安定で大声を上げる仲間を受け入れることが難

しく、貧しさを受け止められない自分に気づいたとい

われていました。 

 人はみないろんな弱さを持っています。でもそのこ

とを受け入れることはとても難しいと感じます。   

真の自分の姿を見ることもなかなかできません。あ

りのままの自分を見出し、その貧しさを受け入れる・・い

つか自分を大好きになることができることを願ってい

ます。 

仲間の貧しさを受け入れる、自分の貧しさを受け入

れる、隣にいる人の貧しさを受け入れる・・イエス様の

呼びかけに応えることができるよう、仲間が導いてく

れるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かなの家で、調理担当で、去年の暮れからお仕事を始めて、もうすぐ 5 ヶ月に

なります！料理は、正直あまり得意ではありませんでした。でも食べる事が大好き

な私なので、不安でしたが、がんばろうと思いました。 

最近は、料理を作るのを楽しんでいます。そして何よりうれしいのは、仲間の〝

おいしい〟〝おいしそう〟との言葉を聞くと、すっごくうれしくなります！   

これからは、ヘルシーな料理をがんばりたいと思いますので、みなさんよろしくお

願いします！ 

 皆さん初めまして、藤枝から通っている、中山宗次郎です、宜しくお願いしま

す。「かなの家」に勤めさせてもらい、周りのアシスタント、仲間の皆様から助け

られながら 5 ヶ月が経とうとしています。 

私が、何かお役に立ちたいとの思いから職業としてこの仕事に携わらせてもらっ

たのは 60 歳を過ぎてからでした。想像以上の苦労、大変さを実感しました。やは

り、気力、体力的にもパワフルでなければ勤まらない仕事ではあるが、何がお役に

たつことなのか周りの先輩アシスタント、仲間の皆様から学びながら、アシストし

ていければと思っています。 

  

家庭アシスタント 

後藤啓子後藤啓子後藤啓子後藤啓子；右 

家庭アシスタント 

中山宗次郎中山宗次郎中山宗次郎中山宗次郎；右 

 

・・前の「2012 はる №252」で仁さんが「募集しているよ～ん」と呼びかけてくれたおかげか、 

上記のお二人に加えて、3 月から立て続けに 4 人もの方がアシスタント希望として参加してくれま

した。 

スイス・フリブールのラルシュコミュニテイーからジョナス・ブガさん、ラルシュを卒論にした新

卒の政島香織さん、学生の頃から関わってくれていた柗永真美さん、そして佐藤言さんが他の施設で

の修行（？）を終えて戻ってきてくれました。  

今回は紙面が足りないので、次回の「2012 あき №254」にてご紹介させていただく予定です。 

 

皆様のご協力と、お祈りくださったことに深く感謝いたします。 

 

新人の紹介新人の紹介新人の紹介新人の紹介    

 

知的ハンディを持つ人たちは多くの場合、他者を受け入れ、心から感激し、おおらかで率直という

性質を持っています。彼らは、自分たちが持つ素朴さと弱さを通じて人の心に触れ、人間を一致へと

いざなう賜物を持っています。このように彼らは、より広い世界に向かって心の本質的な価値を生き

生きと呼び覚ましてくれる存在です。その価値を知らなければ、知識や能力、行動というものは、そ

の意味と本来の目的を失ってしまいます。 

                   （ラルシュ・コミュニティの憲章 ２．基本的な原理③より） 

コミュニティーリーダーコミュニティーリーダーコミュニティーリーダーコミュニティーリーダー    西田正志西田正志西田正志西田正志    

貧しさを受け入れる貧しさを受け入れる貧しさを受け入れる貧しさを受け入れる    
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２０１２年 ラルシュ・リトリートのご案内 

 

日々の暮らしを離れてゆったりとしたくつろぎのうちに 

心の声に耳を澄ませ、神様の呼びかけをきく４日間です。 

講師      デクランさん （アイルランド・ラルシュ共同体リーダー） 

日時      2012年9月15日（土）～9月18日（火） ３泊４日 

会場      丹沢聖心学舎 神奈川県足柄上郡松田町寄5910  

Tel  0465-89-2333 

お申込     ２０12ラルシュ・リトリート運営チーム（かなの家） 

ｔel 054-206-0830  fax 054-294-8070  

email   larche_kana@yahoo.co.jp 

    

                                                                        一泊旅行一泊旅行一泊旅行一泊旅行        ベストショット ５．２４.～５．２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 ジャン・バニエ  [著] 

佐藤 仁彦   [訳] 
小さい者とともに、神に生かされる日々 

  

 

 

ハンディで苦しんでいる人とともに生き、彼らの友になることは、私たちを高台から引き降ろし、

私たちに共通の人間性に気づかせてくれ、自分の愛する困難さを大切に抱くようにと導いてくれま

す。                     『ラルシュのこころ』46－47 頁 

『ラルシュのこころ』46-47頁 

福祉施設ではしばしば仲間が「利用者」と呼ばれますが、ラルシュにおいては、 

仲間に関わるアシスタント自身が「利用者」であることに日々気づかされます。 

家庭家庭家庭家庭アシスタントアシスタントアシスタントアシスタント    政島政島政島政島    香織香織香織香織 

資金資金資金資金ボランティアのボランティアのボランティアのボランティアの皆皆皆皆さまへさまへさまへさまへ振込振込振込振込みのおみのおみのおみのお願願願願いいいい    

 いつもお支えいただきありがとうございます。本年 4月より行政からの給付金が 10％カットされ約 50

万円の減収となりました。運営費や「いぶき」の家の増改築費用の積立のために、引き続きご支援よろ

しくお願いいたします。 

・ 維持協力会費(12000円)・賛助会費(2000円)・家の建設基金(5000円)・後援会費(3,000円)・特別寄

付金 

当法人へのご寄付は、税務申告の際の寄付金控除を受けられます。申告の際、領収書が必要となります。

お申し付けください。 

Declan Counihan 

伊勢のスペイン村、名古屋の JR リニア館に行っ

てきました。 うた、歌、笑い、絶叫、又、うた・・・ 

時々大泣きの・・・  待ちに待った２日間でした。 

右－仲間の担当； 田浦  

左－バスレク係；  柗永 
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以下の書籍も好評発売中です！！（価格は全て税込みです） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『永遠の泉』『永遠の泉』『永遠の泉』『永遠の泉』（（（（\\\\1111,,,,890890890890））））    

ジャン・バニエが「カバナント・

リトリート」で語った言葉をま

とめた本です。生で講話を聞い

ている様に感じられる本です。 

『 あ な た は 輝 い て い る 』『 あ な た は 輝 い て い る 』『 あ な た は 輝 い て い る 』『 あ な た は 輝 い て い る 』

（（（（\\\\2222,,,,940940940940））））    

聖なる歴史はすべての人に―― 

バニエのコミュニティにおける

思索の集大成の一冊です！ 

『コミュニティ』『コミュニティ』『コミュニティ』『コミュニティ』（（（（\\\\3333,,,,570570570570））））    

コミュニティ生活には苦しみが

伴うが、同時に命の泉ともなり、

最終的には「内なる解放」に至

ることを示した名著です。 

『『『『ラルシュのこころラルシュのこころラルシュのこころラルシュのこころ』』』』（（（（\\\\1111,,,,050050050050））））    

社会の中で弱く、時には厄介者と

されている貧しい人達。その人達

が実は「より神様に近い存在」で

あることを平易な文章で解き明か

す、心洗われる一冊です。 

ラルシュ・かなの家 

〒421-2114   静岡市葵区安倍口新田６５－５ 

TEL       ０５４－２０６－０８３０ 

FAX       ０５４－２９４－８０７０（変更）   

郵 便 振 込    00870-9-17938 ラルシュ かなの家 

E －MAIL    larche_kana@yahoo.co.jp 

ウエブ    http://www.larchejapan.org 

ブログ     http://www.blog.larchejapan.org 
制作・印刷  社会福祉法人かなの家 

プリントハウスまどい 

「私が自分を捨てるのでなければ、私に平和は訪れません。一粒の麦が死な

なければ実を結ばない（ヨハネ 12・24）のです。では、この自分を捨てる

とはどういうことなのでしょうか？ 

恐れや先入観に支配されるのではなくて、自分が神様の子ども、イエス様か

らの贈り物だと信じて生きることです」（「貧しい人たちの友達」より） 

 

日本キリスト者医科連盟名古屋部会の有志が参加して行われたリトリート

の講話を中心に、ジャン・バニエへのインタビューや浅野氏によるジャン・

バニエの歴史や思想の遍歴をまとめた、読み易くも心に染み入る深さを持っ

た一冊です！！ 

（著（著（著（著    ジャン・バニエジャン・バニエジャン・バニエジャン・バニエ        編訳編訳編訳編訳    浅野浅野浅野浅野    幸治幸治幸治幸治        新教出版社より）新教出版社より）新教出版社より）新教出版社より）    

ご注文はかなの家ご注文はかなの家ご注文はかなの家ご注文はかなの家（ネットショップ有り（ネットショップ有り（ネットショップ有り（ネットショップ有り）、）、）、）、    

もしくは最寄りの書店まで！もしくは最寄りの書店まで！もしくは最寄りの書店まで！もしくは最寄りの書店まで！    

ジャン・バニエの言葉をメールで配信しています。 

ご希望の方は 

かなの家・西田(larche_kana@yahoo.co.jplarche_kana@yahoo.co.jplarche_kana@yahoo.co.jplarche_kana@yahoo.co.jp))))まで 

ご連絡ください！ 

 

４ 
 


